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(57)【要約】
【課題】雑音成分の不要な加算により発生するスプリア
ス成分を除去し、信号劣化による信号の誤認識及び、雑
音成分の不要放射を抑圧した受信装置と受信方法を提供
する。
【解決手段】複数チャンネルの放送信号を、受信部１０
で受信し、周波数変換部２０、アナログ－デジタル変換
部３０を介して、複数チャンネルからなるＩＦ帯のデジ
タル信号に変換する。このデジタル信号を、チャンネル
分配部４０に入力し、直交復調部４１でＩ／Ｑ信号に直
交復調し、重み係数乗算部４２で帯域通過フィルタ形式
の窓関数に基づく重み係数を乗算した後、ＦＦＴ部４３
でＦＦＴ処理をしてチャンネル毎のＩ／Ｑ信号に分割す
る。そして、ＦＦＴ部で分割されたＩ／Ｑ信号を、ミキ
サ４４－１～４４－Ｎでチャンネル毎にベースバンド信
号に周波数変換する。このようにして、チャンネル分配
部４０から出力されたベースバンド信号は、復調部５０
－１～５０－Ｎでチャンネル毎に信号復調処理される。
【選択図】　　　図１



(2) JP 2008-283296 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
所定の帯域内で互いに周波数の異なる複数チャンネルの伝送信号を受信する受信処理部と
、
　前記受信処理部で受信された複数チャンネルの伝送信号を同時に中間周波数帯の信号に
変換する周波数変換部と、
　前記中間周波数帯に変換された複数チャンネルの伝送信号をデジタル信号に変換するア
ナログ－デジタル変換部と、
　前記デジタル信号に変換された複数チャンネルの伝送信号をチャンネル毎に分割し、そ
れぞれ伝送信号を抽出するための帯域通過フィルタ特性を有する窓関数に基づく重み係数
を乗じて高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を行うことで各チャンネ
ルの伝送信号を分配するチャンネル分配部と
を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項２】
前記チャンネル分配部は、
　前記デジタル信号に変換された複数チャンネルの伝送信号から同相信号及び直交信号を
直交復調する直交復調部と、
　前記直交復調部で復調された同相信号及び直交信号それぞれに、前記複数のチャンネル
の伝送信号それぞれの帯域通過フィルタ特性を有する窓関数に基づく重み係数を乗算する
重み係数乗算部と、
　前記重み係数が乗算された同相信号及び直交信号に高速フーリエ変換を行ってチャンネ
ル毎の同相信号及び直交信号を得るＦＦＴ部と、
　前記ＦＦＴ部から出力されるチャンネル毎の同相信号及び直交信号をベースバンドに周
波数変換する複数のデジタル周波数変換部と
を備えることを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
前記チャンネル分配部は、
　前記デジタル信号に変換された複数チャンネルの伝送信号に、前記複数のチャンネルの
伝送信号それぞれの帯域通過フィルタ特性を有する窓関数に基づく重み係数を乗算する重
み係数乗算部と、
　前記重み係数が乗算された前記複数チャンネルの伝送信号に高速フーリエ変換を行って
チャンネル毎の伝送信号を得るＦＦＴ部と、
　前記ＦＦＴ部から出力されるチャンネル毎の伝送信号からそれぞれ同相信号及び直交信
号を直交復調する複数の直交復調部と
を具備することを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項４】
さらに、前記チャンネル分配部で分配された複数チャンネルの伝送信号からベースバンド
の伝送信号を復調とする複数の復調手段を備えることを特徴とする請求項１に記載の受信
装置。
【請求項５】
所定の帯域内で互いに周波数の異なる複数チャンネルの伝送信号を受信し、
　前記受信された複数チャンネルの伝送信号を同時に中間周波数帯の信号に変換し、
　前記中間周波数帯に変換された複数チャンネルの伝送信号をデジタル信号に変換し、
　前記デジタル信号に変換された複数チャンネルの伝送信号をチャンネル毎に分割し、そ
れぞれ伝送信号を抽出するための帯域通過フィルタ特性を有する窓関数に基づく重み係数
を乗じて高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を行うことで各チャンネ
ルの伝送信号を分配することを特徴とする受信方法。
【請求項６】
前記伝送信号のチャンネル毎の分配は、
　前記デジタル信号に変換された複数チャンネルの伝送信号から同相信号及び直交信号を
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直交復調し、
　前記直交復調された同相信号及び直交信号それぞれに、前記複数のチャンネルの伝送信
号それぞれの帯域通過フィルタ特性を有する窓関数に基づく重み係数を乗算し、
　前記重み係数が乗算された同相信号及び直交信号に高速フーリエ変換を行ってチャンネ
ル毎の同相信号及び直交信号に分配し、
　前記チャンネル毎の同相信号及び直交信号をベースバンドに周波数変換することを特徴
とする請求項５に記載の受信方法。
【請求項７】
前記伝送信号のチャンネル毎の分配は、
　前記デジタル信号に変換された複数チャンネルの伝送信号に、前記複数のチャンネルの
伝送信号それぞれの帯域通過フィルタ特性を有する窓関数に基づく重み係数を乗算し、
　前記重み係数が乗算された前記複数チャンネルの伝送信号に高速フーリエ変換を行って
チャンネル毎の伝送信号に分配し、
　前記チャンネル毎の伝送信号からそれぞれ同相信号及び直交信号を直交復調することを
特徴とする請求項５に記載の受信方法。
【請求項８】
さらに、前記チャンネル毎に分配された伝送信号それぞれからベースバンドの伝送信号を
復調することを特徴とする請求項５に記載の受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば複数の地上デジタル放送信号を中継する中継装置、複数の地上デジタ
ル放送信号をモニタするモニタ装置に用いられ、複数チャンネルの伝送信号を同時に受信
する受信装置と受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の地上デジタル放送システムにおいて、複数チャンネルのデジタル放送信号を中継
装置、あるいはモニタするモニタ装置に用いられる受信装置では、受信アンテナにより受
信されたデジタル放送信号を取り込み、周波数変換部で中間周波数帯に変換し、アナログ
－デジタル変換部によってデジタル化して、チャンネル分割部でチャンネル毎に分割した
後、復調部で個々のチャンネルの放送信号を復調して必要な信号情報を取り出すようにし
ている。
【０００３】
　ここで、チャンネル分割部は、デジタル信号に変換された放送信号に、重み係数乗算部
で窓関数に基づく重み係数を乗算し、ＦＦＴ（Fast Fourier Transform）部でこの信号の
ＦＦＴを行いチャンネル毎の信号に分岐する。そして、ＦＦＴ部からの一部の出力に対し
て周波数変換又は、直交復調を行うことにより、ベースバンド信号又は、同相（Ｉ：In P
hase）信号及び直交（Ｑ：Quadrature）信号に変換し、信号の歪補償や不要波の抑圧など
の信号処理を行う。
【０００４】
　このとき窓関数の係数としては１チャンネルのベースバンド信号を取り出す低域通過フ
ィルタ（ＬＰＦ：Low Pass Filter）を実現するＦＩＲ（Finite Impulse Filter：有限イ
ンパルス応答）フィルタの係数を用いる（例えば、特許文献１、２参照。）。こうするこ
とにより、ｍ番目（ｍ＝０～Ｎ－１）の端子のＦＦＴ出力は、　

【数１】

【０００５】



(4) JP 2008-283296 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

となる。ここで、Ｉｉｎ（ｋ）は入力信号のｋ番目の振幅成分、ＷＬＰＦ（ｋ）はＬＰＦ
形式による窓関数成分、ｆは周波数、ｆsはＦＦＴ部のサンプリング周波数、ＮはＦＦＴ
のサイズである。式（１）より、０番目の端子のＦＦＴ出力は、　
【数２】

【０００６】
となる。これは、窓関数ＷＬＰＦ（ｋ）を係数とするＦＩＲフィルタの周波数特性に一致
するので、窓関数ＷＬＰＦ（ｋ）によるＬＰＦで高域のカットされた信号となる。一方、
ｍ番目の端子からの出力信号は、式（２）に示した周波数特性がｍ／Ｎだけ周波数シフト
されたものになる。つまり、ｍ番目の出力信号は、通過帯域の中心に位置する基準周波数
がｍｆｓ／Ｎだけずれた帯域通過フィルタ（ＢＰＦ：Band Pass Filter）を通ったときの
信号となる。よって、ｍとＮを適当に選ぶことにより、ＦＦＴ端子に各チャンネルのみの
信号を取り出すことが可能となる。
【０００７】
　しかしながら、上記窓関数にＬＰＦ形式を用いた信号処理では、基準周波数が通常のＦ
ＦＴにおける直流成分（ＤＣ成分）とみなされるために、雑音成分が電力加算され、スプ
リアス成分が発生する。そのため、注目しているチャンネルに信号が乗せられていない場
合には、基準周波数に、雑音成分が加算された信号が発生するという問題があった。特に
、この受信装置が放送波中継で用いられる場合には、本来そのチャンネルに入力がないに
もかかわらず雑音成分を放射してしまう可能性が高くなるという問題があった。また、信
号が入力された場合であっても、基準周波数に雑音成分が加算されて大きくなった雑音成
分が存在するため、信号のＳＮ比（Signal-to-Noise Ratio）が劣化し、信号の誤認識の
原因となるという問題があった。
【特許文献１】特願２００５－３６２３３５号公報
【特許文献２】特願２００６－３０５５０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　以上のように、従来、複数チャンネルを同時受信する受信装置では、通過帯域の中心に
位置する基準周波数に雑音成分が加算された信号が発生してしまい、注目しているチャン
ネルに信号が乗せられていない場合であっても、そのチャンネルから雑音成分が放射され
るという問題があった。また、信号が入力される場合には、帯域の中心周波数に存在する
雑音成分のため、信号のＳＮ比が劣化し、信号の誤認識の原因となっていた。
【０００９】
　本発明は上記事情によりなされたもので、その目的は、雑音成分の不要な加算により発
生するスプリアス成分を除去し、信号劣化による信号の誤認識及び、雑音成分の不要放射
を抑圧した受信装置と受信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明は、複数のチャンネルからなる無線信号を受信する受
信アンテナと、前記受信アンテナで受信された複数チャンネルからなる無線信号を複数チ
ャンネル分のＩＦ（Intermediate Frequency）信号に変換する周波数変換部と、前記複数
チャンネル分のＩＦ信号を複数チャンネル分のデジタル信号に変換するアナログ－デジタ
ル変換部と、前記複数チャンネル分のデジタル信号をチャンネル毎のデジタル信号に分割
して分配するチャンネル分配部と、前記チャンネル毎のデジタル信号それぞれを復調する
復調部とを具備し、前記チャンネル分配部は、前記複数チャンネル分のデジタル信号を同
相信号及び、直交信号に直交復調する直交復調部と、前記直交復調部からの同相信号及び



(5) JP 2008-283296 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

、直交信号それぞれに、帯域通過フィルタ形式の窓関数に基づく重み係数を乗算する重み
係数乗算部と、前記重み係数が乗算された同相信号及び、直交信号に高速フーリエ変換（
ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を行い、チャンネル毎の同相信号及び、直交信号に分
割して分配するＦＦＴ部と、前記ＦＦＴ部から出力されるチャンネル毎の信号に対して周
波数変換を行う複数のデジタル周波数変換部とを具備する。
【００１１】
　上記構成による受信装置では、複数チャンネルからなる無線信号を、受信アンテナで受
信し、周波数変換部、アナログ－デジタル変換部を介して、複数チャンネルからなるデジ
タル信号に変換する。チャンネル分配部において、このデジタル信号を、直交復調部で同
相信号及び、直交信号に直交復調し、重み係数乗算部で帯域通過フィルタ形式の窓関数に
基づく重み係数を乗算し、ＦＦＴ部でＦＦＴを行い、チャンネル毎の同相信号及び、直交
信号に分割する。そして、ＦＦＴ部で分割された同相信号及び、直交信号を、デジタル周
波数変換部でチャンネル毎に周波数変換し、復調部へ出力する。チャンネル分配部から出
力された信号は、復調部でチャンネル毎に復調される。これにより、複数チャンネル分の
デジタル信号を、帯域通過フィルタ形式の窓関数を用いて、チャンネル毎のデジタル信号
に分割することが可能となる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る受信装置及び受信方法では、信号劣化による信号の誤認識及び、雑音成分
の不要放射を抑圧することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明する。尚、ここでは地上デ
ジタルテレビジョン放送システムにおいて、複数チャンネルのデジタル放送信号をモニタ
するモニタ装置に用いられる受信装置を例にあげて説明する。
【００１４】
　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る受信装置の機能構成を示すブロック図である。
図１において、受信部（ＲＸ）１０は、受信アンテナを通じて、予め地上デジタル放送用
に割り当てられた周波数帯で伝送される複数チャンネルの放送信号を受信し、規定レベル
に増幅するもので、その出力は周波数変換部２０で中間周波数（ＩＦ：Intermediate Fre
quency）信号に変換され、アナログ－デジタル変換部３０でデジタル信号に変換される。
デジタル変換された複数チャンネルの放送信号は、チャンネル分配部４０で１チャンネル
毎の放送信号に分割されて分配され、復調部５０－１～５０－Ｎ（Ｎは２以上の整数）で
それぞれのチャンネルの放送信号が復調される。
【００１５】
　上記チャンネル分配部４０は、アナログ－デジタル変換部３０でデジタル化された複数
チャンネルの放送信号を直交復調部４１に入力してＩ／Ｑ信号に直交復調する。そして、
重み係数乗算部４２において、１チャンネルの周波数帯域に相当するＢＰＦ形式の窓関数
を時間軸上で表現した重み係数を生成して、各チャンネルの時系列データ（Ｉ／Ｑ信号）
に乗算する。そして、重み係数が乗算されたＩ／Ｑ信号を、ＦＦＴ部４３でＦＦＴ処理し
てチャンネル毎の信号に分割し、ミキサ４４－１～４４－Ｎで局部発振器４５－１～４５
－Ｎからのローカル信号と混合してベースバンド信号に変換する。このようにして、チャ
ンネル分配部４０でチャンネル毎に分配されたベースバンド信号は、復調部５０－１～５
０－Ｎで復調処理され、必要な信号情報を取り出される。
【００１６】
　上記構成において、チャンネル分配部４０の動作について詳細に説明する。図２は、本
発明の第１の実施形態に係るチャンネル分配部４０によるデジタル信号のチャンネル毎の
分配を示す概念図である。図２（ａ）はチャンネル分配部４０に入力されるデジタル化さ
れたＩＦ信号を示す概念図であり、図２（ｂ）は直交復調部４１で直交復調されたＩ／Ｑ
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信号を表す概念図であり、図２（ｃ）はチャンネル毎に分配されたＩ／Ｑ信号を表す概念
図である。なお、Ｃｈ．３における点線は、Ｃｈ．３には信号成分が存在していないこと
を表わしている。
【００１７】
　チャンネル分配部４０に入力されたデジタル化されたＩＦ信号は（図２（ａ））、直交
復調部４１で直交復調されてＩ／Ｑ信号となり（図２（ｂ））、重み係数乗算部４２へ出
力される。
【００１８】
　重み係数乗算部４２において、窓関数の係数としては１チャンネルの信号を取り出すＢ
ＰＦを実現するＦＩＲフィルタの係数を用いる。これにより、ＦＦＴ部４３のｍ番目（ｍ
＝０～Ｎ－１）の端子の出力は、
【数３】

【００１９】
となる。ここで、Ｉｉｎ（ｋ）は入力信号のｋ番目の振幅成分、ＷＢＰＦ（ｋ）はＢＰＦ
形式による窓関数成分、ｆは周波数、ｆsはＦＦＴ部４３のサンプリング周波数、ＮはＦ
ＦＴのサイズである。式（３）において、式（１）との違いは、窓関数成分がＢＰＦ形式
のＷＢＰＦ（ｋ）であることである。つまり、ＬＰＦ形式では基準周波数が通過帯域の中
央であるのに対し、ＢＰＦ形式では通過帯域の外部となる。このとき、ｍ番目の端子から
の出力信号は、ＷＢＰＦ（ｋ）により規定される基準周波数よりｍｆｓ／Ｎだけずれた周
波数を基準周波数とするＢＰＦを通過したときの信号となる。よって、式（１）同様、ｍ
とＮを適当に選ぶことにより、ＦＦＴ端子に各チャンネルのみの信号を取り出すことが可
能となる。
【００２０】
　ここで、窓関数の係数として基準周波数ｆ０、帯域Ｗ０（１チャンネルの帯域に等しい
帯域）とし、サンプリング周波数ｆs、ＦＦＴのサイズＮ、ＦＦＴ端子ｍを適当に選ぶこ
とにより、１チャンネルの信号のみの信号を取り出すことが可能となる（図２（ｃ））。
図２（ｃ）における周波数軸上の太線は、雑音が電力加算されて生成するスプリアス成分
を示す。このとき、ＢＰＦ形式における基準周波数は、通過帯域の中心からｆ０離れて位
置するため、スプリアス成分は、図２（ｃ）のようにＢＰＦの通過帯域外に発生する。
【００２１】
　比較のため、図３に、従来の、窓関数成分にＷＬＰＦ（ｋ）を用いたチャンネル分配部
４０によるデジタル信号のチャンネル毎の分配の一例を示す概念図を示す。図３における
周波数軸上の太線は、図２（ｃ）と同様スプリアス成分を示している。
【００２２】
　窓関数成分にＷＬＰＦ（ｋ）を用いた場合でも、図２（ｃ）と同様に１チャンネル毎に
信号を分割することができる。しかしながら、ＬＰＦ形式における基準周波数は、通過帯
域の中心に位置するため、基準周波数でスプリアス成分が発生すると、信号成分がないチ
ャンネルでは（図３のＣｈ．３）、雑音成分が放射されることになり、信号成分があるチ
ャンネルでは（図３のＣｈ．１，２，４）、信号のＳＮ比が劣化する。
【００２３】
　これに対し、上記第１の実施形態の構成では、アナログ－デジタル変換部３０から出力
された複数チャンネルのデジタル信号は、チャンネル分配部４０により１チャンネル毎の
信号に分割されて出力される。このとき、チャンネル分配部４０は、重み係数乗算部４２
で、直交復調されたＩ／Ｑ信号に窓関数ＷＢＰＦ（ｋ）に基づく重み係数を乗算し、ＦＦ
Ｔ部４３でＦＦＴを行って１チャンネル毎の信号に分割する。これにより、通過帯域の外
部に基準周波数が位置するため、スプリアス成分が通過帯域の外部に発生するようになる
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。
【００２４】
　したがって、上記構成による受信装置は、自動的にスプリアス成分を除去することがで
きるようになり、雑音成分の不要放射を抑圧でき、さらに、信号のＳ／Ｎ比の劣化による
誤認識を防止することが可能となる。
【００２５】
　（第２の実施形態）
　図４は、本発明の第２の実施形態にかかる受信装置の機能構成を示すブロック図である
。なお、図４において、図１と同一部分には同一符号を付して示し、ここでは重複する説
明を省略する。
【００２６】
　図４における受信装置と、図１における受信装置とでは、チャンネル分配部４０の構成
が異なる。図１の受信装置のチャンネル分配部４０では、まず直交復調部４１でＩ信号及
びＱ信号に直交復調した後、重み係数乗算部４２で重み係数を乗算し、ＦＦＴ部４３でチ
ャンネル毎に分割したが、図４における第２の実施形態に係る受信装置では、ＩＦ帯の信
号に対して重み係数乗算部４２で重み係数を乗算し、ＦＦＴ部４３でチャンネル毎に分割
した後、各チャンネル信号に対して直交復調部４１－１～４１－Ｎで直交復調を行う。
【００２７】
　以上のように、上記第２の実施形態では、ＦＦＴ部４３で信号をチャンネル毎に分割し
た後に、各チャンネル信号に対して直交復調部４１－１～４１－Ｎで直交復調するように
している。これにより、周波数変換を１段減らすことが可能となる。
【００２８】
　したがって、信号への局部発振器４５－１～４５－Ｎからの局部発振信号による位相雑
音付加を防ぐことができると共に、回路規模の削減が可能となる。
【００２９】
　なお、本発明は上記下記実施形態に限定されるものではない。本発明は実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば
、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異な
る実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明に係る受信装置の第１の実施形態の構成を示すブロック図。
【図２】上記第１の実施形態のチャンネル分配部によるデジタル信号のチャンネル毎の分
配を示す概念図。
【図３】従来の、窓関数成分にＷＬＰＦ（ｋ）を用いたチャンネル分配部によるデジタル
信号のチャンネル毎の分配の一例を示す概念図。
【図４】本発明に係る受信装置の第２の実施形態の構成を示すブロック図。
【符号の説明】
【００３１】
　１０…受信部、２０…周波数変換部、３０…アナログ－デジタル変換部、４０…チャン
ネル分配部、４１，４１－１～４１－Ｎ…直交復調部、４２…重み係数乗算部、４３…Ｆ
ＦＴ部、４４－１～４４－Ｎ…ミキサ、４５－１～４５－Ｎ…局部発振部、５０－１～５
０－Ｎ…復調部。
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